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農
地
買
收
に
関
す
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再
質
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主
意
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右
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質
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す
る
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幣
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喜

重

郞

殿 

 



三 

農
地
開
放
令
の
発
表
あ
つ
て
以
來
、
地
主
は
小
作
契
約
の
解
約
等
に
よ
り
農
地
の
確
保
を
計
ら
ん
と
し
た
た
め
、
政
府

は
昭
和
二
十
年
十
一
月
二
十
日
現
在
耕
作
す
る
も
の
は
、
知
事
の
許
可
な
く
し
て
耕
作
権
の
異
動
を
禁
止
し
た
の
で
、
賃

貸
契
約
と
農
地
買
收
と
は
何
ら
関
係
な
い
も
の
と
考
え
る
。
若
し
関
係
あ
り
と
す
る
な
ら
ば
、
昭
和
二
十
年
十
一
月
賃
貸

契
約
の
期
間
の
切
れ
た
も
の
は
、
賃
貸
契
約
な
き
も
の
と
同
樣
な
る
を
も
つ
て
買
收
よ
り
除
外
さ
れ
る
と
諒
承
し
て
よ
い 

明
細
な
る
答
弁
書
に
よ
り
大
体
内
容
が
判
り
ま
し
た
が
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
更
に
答
弁
が
願
い
た
い
。
な
お
、
反
別
は

僅
か
の
面
積
で
あ
り
ま
す
が
、
か
よ
う
な
考
え
方
で
は
、
全
國
の
農
地
開
放
に
対
し
大
な
る
影
響
あ
り
と
考
え
ら
れ
る
の
で

再
び
答
弁
を
煩
わ
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

一 

岩
崎
豊
一
は
不
在
地
主
な
り
や
否
や
、
不
在
地
主
で
な
い
と
い
う
法
的
根
拠
。 

二 

賃
貸
契
約
が
明
確
で
な
い
と
い
う
答
弁
で
あ
る
が
、
今
日
の
農
地
買
收
は
賃
貸
契
約
と
な
ん
の
関
係
が
あ
る
か
、
法
的

根
拠
。 

農
地
買
收
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書 

一 

 



 

二 

か
。 

四 

現
在
農
地
で
な
い
宅
地
で
も
將
來
農
地
と
な
る
も
の
は
、
農
地
委
員
会
で
は
農
地
と
し
て
買
收
す
る
と
聞
い
て
い
る 

が
、
埼
玉
縣
足
立
郡
片
山
村
天
沼
の
岩
崎
豊
一
所
有
地
は
將
來
農
地
と
し
て
認
め
な
い
理
由
が
あ
る
か
。 

五 

片
山
農
地
委
員
会
で
も
永
崎
の
開
墾
の
労
苦
は
認
め
る
と
い
つ
て
い
る
。
明
ら
か
に
精
農
で
あ
る
本
人
は
不
具
の
体
で

一
鍬
づ
つ
開
墾
し
て
い
る
の
で
あ
つ
た
が
、
偶
々
地
主
が
妨
害
し
て
開
墾
で
き
な
か
つ
た
と
聞
く
。
事
実
如
何
。 

六 

現
に
地
主
は
他
に
移
轉
し
て
他
人
に
貸
付
耕
作
し
て
い
る
。
す
べ
て
地
主
と
農
地
委
員
会
と
結
託
し
て
か
か
る
挙
に
出

た
と
聞
く
。
政
府
は
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
意
志
か
。
直
接
実
情
を
調
査
報
告
せ
ら
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 




